
淡路駅エリア
のまちづくり
について

（地域の皆さん
のご意見）

協議会や部会における令和６年度の取組や令和７年度の活動予定などについて、話し合いました。
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◆梅田もそうだが、最近はウォーカブルなまちづくり、歩いて自然を楽しむのがまちづくりの主流になってきているよう
だ。

◆地域として、今後人口があまり増えないのであれば、未利用地をうまく活用し、時代や地域のニーズとマッチするよう
なまちづくりを進めていきたい。

◆これからも住民参加のまちづくり、つながりのまちづくりをしていく視点を持ち続けたい。
◆近畿大学総合社会学部 久教授から、
「個別の事業に目が行きがちだが、これまでに地域のみんなで共有してきた方向性を見定めてこそ、それぞれの事
業がバラバラにならずに済む。今後、民間事業者にも、駅周辺や浄水場跡地、未利用地など、その方向性に合わせ
てつくっていってもらう必要がある。」
「市全体としてビッグプロジェクトは必要だが、ビッグプロジェクトと住み続けられるまちが共存できるように。私たちの
要求ニーズも伝えながら、未来のまちづくりにつなげていきたい。」 といったお話がありました。

◆令和７年度、東淀川区は創設100周年を迎えることから、記念のまちづくり関連イベント
を予定しており、区役所から協議会に対し協力の依頼がありました。

◆下新庄地域では、コロナ以降５回のワークショップを重ね、アクションプランの叩き台が
できました。次回３月28日のワークショップで内容を精査し、今後はそれに基づいて課題
解決も図りながら地域の活動を進めていきます。

◆東淡路・柴島地域では、２月22日に第１回目のワークショップを開催しました。新しい人
や若い人にも参加してもらい、活発な意見も出てよかったと思います。

◆区役所から、１月30日開催された「新大阪駅周辺地域まちづくりシンポジウム」について
報告がありました。

情報提供
＆

意見交換

区役所から、地域の皆さんからのご意見を踏まえ、令和6年度末に「淡路駅エリア計画
（素案）」をとりまとめることとなっていることについて報告がありました。
（以下は主な意見）
◆経済優先ではなく、人間中心、住民主体のまちづくりを実現できるようにしてほしい。
◆利便性だけでなく、まちのにぎわいやふれあいも一緒に良くなるように。
◆今住んでいる人がこれからも安心して住み続けられるよう、また子育て世帯が定住で
きるよう、地域の新・旧がうまく融合できるようなまちづくりを進めていきたい。

◆今後車道が広くなれば、スピードや交通量が増えるなどの危険がある。歩道と車道を
ハッキリと分けるなど、子どもや高齢者も安全に歩けるように。

◆特に阪急淡路駅の自転車の駐輪場など、対策が必要。自転車の利用マナー、自転車
文化をしっかりと築いていきたい。

第10回 東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり協議会
第５４回 まちづくり構想部会を開催しました   令和７年３月1３日
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